
第144期 期末報告書
2019年1月1日から2019年12月31日まで

横浜ゴム株式会社

010_0877501302003.indd   1 2020/03/12   14:12:24



当期利益は過去最高に
2019年度の日本経済は生産活動が引き続き低調な
中、消費増税に伴う駆け込み需要の反動や台風の影
響などで消費活動が鈍化し、景気は足踏み状態とな
りました。世界経済は米国では景気が回復基調とな
りましたが、欧州や中国では景気低迷が続きました。
こうした状況の中、当期の売上収益は前期比微増の
6,505億円、事業利益は同15.4％減の501億円とな
りました。また、第1四半期の固定資産の売却、第3四
半期のインドの法人税率引き下げに伴うATG（アラ
イアンスタイヤグループ）組織再編時に計上した税
金負債の取り崩しなどにより営業利益は同9.5％増
の586億円、親会社の所有者に帰属する当期利益は
同17.8％増の420億円となりました。この結果、売上
収益、当期利益は過去最高となりました。これを受け
て期末配当金は当初予定に対し一株当たり2円増配
の33円とし、年間では一株当たり64円としました。
2020年度は売上収益6,600億円（前期比1.5％増）、
事業利益550億円（同9.7％増）、営業利益545億円
（同6.9％減）、当期利益380億円（同9.5％減）を計画
しています。

中期経営計画「GD2020」の2年目が終了
2018年度からスタートした3カ年の中期経営計画
「GD2020（グランドデザイン2020）」は、2019年度
で2年目が終了しました。「GD2020」の位置づけは、
横浜ゴムの強みを再定義し、独自路線を強めた各事
業の成長戦略を通じて経営基盤を強化し、来たるべ

き2020年代におけるさらなる飛躍に備えることで
す。2019年度も最終年度の2020年度に向けて弾み
をつけるべく、各事業の成長戦略を力強く推進する
とともに、ESG活動や働き方改革など経営基盤の強
化に取り組みました。

ホビータイヤが国際的な賞を相次いで受賞
タイヤ消費財事業の成長戦略のひとつである「プレ
ミアムカー戦略」では、ポルシェ「カイエン」やトヨタ
「C-HR�“GR�SPORT”」などハイインチ高性能タイヤ
を中心にプレミアムカーへの新車装着が拡大しまし
た。「ウインタータイヤ戦略」では日本でオールシー
ズンタイヤ「B

ブルーアース・フォーエス・エーダブリュー・ニーイチ

luEarth-4S AW21」を販売したほか、
北米に「i

アイスガード

ceGUARD」ブランドから乗用車用とSUV用
の2商品を投入しました。「ホビータイヤ戦略」では
「A

アドバン

DVAN」や「G
ジオランダー

EOLANDAR」をはじめとした新商品

株 主 の 皆 様 へ

2019年度連結決算は増収増益 
期末配当は2円増配
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投入とサイズラインアップ拡充を意欲的に行いまし
た。当社のホビータイヤは、2つの国際的なプロダク
トデザイン賞の受賞や米国「SEMA�Show」のタイヤ
アワードを独占するなど世界市場で高い存在感を示
しています。「お客様とのコミュニケーション活性化」
ではイベント、SNSなどを通じた日常的なコミュニ
ケーションの向上や様々な参加型イベントを開催し
ています。また、商品開発にお客様の声を取り入れる
活動も行っています。

OHTが力強く成長
タイヤ生産財事業では、農業機械用・林業機械用など
ATGのオフハイウェイタイヤ（OHT）が圧倒的なコ
スト競争力と多様な商品ラインアップを武器に力
強く成長しています。インドのダヘジ工場は予定通
り2019年末に1.6倍の生産能力増強が完了しまし
た。商品では「A

アライアンス・サンキューハチ・エムピーティー

lliance 398 MPT」がドイツで開催さ
れた世界最大の農業機械展で銀賞を受賞したほか、
オールスチールラジアルタイヤ「A

アライアンス・サンキューニ・エイチディー

lliance 392 HD」
が自動車として世界最高地点に到達したトラック遠
征プロジェクトをサポートするなど、成長戦略に掲
げた「OHTを成長ドライバーとした事業拡大」を着
実に進めています。「北米事業基盤を活かしたトラッ
ク・バス用タイヤの拡販」では、2019年3月にヨコハ
マタイヤ�マニュファクチャリング�ミシシッピ,�LLC
が「IATF16949」認証を取得し継続的なOE納入を実
施しています。また、超偏平シングルタイヤ「114R」
を北米で発売しました。超偏平シングルタイヤは三
重工場の増強を段階的に進めており、2020年上期よ
り設備能力が倍増となる見込みです。

MB事業では2019年6月に世界最大の超大型空気式
防舷材の納入を開始しました。同事業戦略のひとつ
である「海洋事業を確固たる世界No.1へ」を引き続
き推進します。

ESG活動が世界的に高く評価
経営基盤の強化では「財務体質の改善」「企業風土
の変革」「リスクマネジメント」に努めています。近
年、重要性が一段と高まっているESG活動では、再生
可能エネルギーの活用拡大や環境貢献商品の開発推
進、持続可能な天然ゴム調達の実現に向けた農園支
援や労働状況の調査、独立社外取締役や外国人取締
役の登用などに取り組みました。また「多様な人材活
用」「仕事と生活の両立支援」を軸に社員の働き方改
革も進めています。当社のESG活動は国際的な環境
非営利団体「CDP」の「気候変動�Aリスト�2019」に選
定されたほか、ESG投資の世界的指数「FTSE4Good�
Index�Series」に15年連続で選ばれるなど世界的に
高く評価されています。

2020年度も「GD2020」の目標達成に邁進するとと
もに、世界中のお客様から必要とされる企業を目指
してまいります。株主の皆様におかれましては、さら
なるご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2020年3月

� 代表取締役社長
� 山�石　昌�孝
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当期の連結決算は、売上収益が前期比微増の6,505
億円、事業利益が同15.4%減の501億円となりまし
た。また、固定資産の売却やインドの法人税率引き下
げに伴う税金負債の取り崩しなどから営業利益は同
9.5%増の586億円、親会社の所有者に帰属する当期

利益は同17.8％増の420億円となり、売上収益と当
期利益はそれぞれ過去最高となりました。タイヤは
低調でしたが、MBは工業資材や航空部品が伸びまし
た。オフハイウェイタイヤを生産販売するATGは特
に市販用の販売が好調でした。

連 結 の 業 績 概 況

経 営 成 績

※�事業利益＝売上収益−（売上原価＋販売費及び一般管理費）

売上収益内訳
（億円）

その他
86

MB
1,193

ATG
708

タイヤ
4,517

所在地別売上収益
（億円）

その他
1,131

日本
2,702

北米
1,749

アジア
923

2016 2017 2018 2019 2020
（見通し）

売上収益
（年度／億円）

5,740

6,463 6,502 6,505 6,600

2016 2017 20192018 2020
（見通し）

事業利益
（年度／億円）

458

583 593

501
550

2016 2017 2018 2019 2020
（見通し）

親会社の所有者に帰属する当期利益
（年度／億円）

94

356

420
380

400
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タイヤ

売上収益は前期比0.7%減の4,517億円となったほ
か、事業利益も物流関連費用の悪化や円高の影響な
どにより同27.3%減の308億円となりました。新車用
は国内で納入車種の切り替えなどにより販売が低調
だったほか、北米以外の海外も販売が振るわず売上収
益は前期を下回りました。市販用はグローバル・フラッ
グシップブランド「A

アドバン

DVAN」や低燃費タイヤブランド
「B

ブルーアース

luEarth」、SUV・ピックアップトラック用タイヤブ

ランド「G
ジオランダー

EOLANDAR」など高付加価値商品の拡販に
努めたほか、中期経営計画「GD2020」に沿った各種戦
略を進めました。国内では夏用タイヤの販売は順調に
推移しましたが、年初および年末の暖冬の影響で冬用
タイヤの需要が伸びず、全体の販売本数は前期並みを
確保したものの、売上収益は前期を下回りました。一
方、海外では販売が順調に推移しました。これにより
市販用タイヤ全体の売上収益は前期を上回りました。

MB

売上収益は前期比1.3％増の1,193億円、事業利益は
同12.4％増の83億円となりました。ホース配管は建
機需要が中国で低調だったほか、国内でも台風の影
響などで減少し、売上収益は前期をわずかに下回り
ました。工業資材は国内外でコンベヤベルトの販売

が順調で、売上収益は前期を上回りました。ハマタイ
トは自動車関連が振るわず、売上収益は前期並みと
なりました。航空部品は民間航空機向けラバトリー
モジュールの補用など民需向けや官需向けがともに
好調で、売上収益は前期を上回りました。

ATG

売上収益は前期比3.1％増の708億円、事業利益は�同
23.0％増の104億円となりました。農業機械用、産業
車両用タイヤをはじめとするオフハイウェイタイヤ

において特に市販用タイヤの販売が好調で、売上収
益、事業利益とも前期を上回りました。

「株主・投資家の皆様へ」サイトのご案内

当社の「株主・投資家の皆様へ」サイトでは、最新の会社情報やIR資料な

どを掲載しています。特に「決算説明資料」ページでは、業績・財務情報

についてより分かりやすくご紹介するため、決算説明会のプレゼンテー

ション資料とその詳細な説明を掲載しています。ぜひご活用下さい。

URL: https://www.y-yokohama.com/ir/

事 業 別

売上収益�4,517億円 事業利益�308億円

売上収益�1,193億円 事業利益�83億円

売上収益�708億円 事業利益�104億円
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連 結 財 務 デ ー タ

ポイント
1

ポイント
2

● 連結損益計算書の概要

2018年度
（2018年1月1日～2018年12月31日）

2019年度
（2019年1月1日～2019年12月31日）

親会社の所有者に
帰属する当期利益

営業利益事業利益売上収益親会社の所有者に
帰属する当期利益

営業
利益

事業
利益

売上
収益

金融収益 32
金融費用 40
法人所得税 148
非支配持分 10その他の

費用その他の
収益

売上原価　　4,413
販売費及び
一般管理費　1,590

（単位 :億円）

356

535593

6,502

420

586

34

118

501

6,505
6,003

166

●連結財政状態計算書の概要

資産合計
9,076資産合計

8,558

有形固定資産
3,277
のれん・無形資産
1,275
その他
1,208

有形固定資産
2,870

のれん・無形資産
1,331
その他

1,002

流動資産
3,315流動資産

3,355

非流動
資産

5,760
非流動
資産

5,203

2019年度
（2019年12月31日現在）

2018年度
（2018年12月31日現在）

負債・
資本合計
9,076

負債・
資本合計
8,558

2019年度
（2019年12月31日現在）

2018年度
（2018年12月31日現在）

（単位 :億円）

負債
4,799

資本
4,277

負債
4,734

資本
3,824

流動負債
2,512
非流動負債
2,287

親会社所有者
帰属持分
4,189
非支配持分
88

流動負債
2,380

非流動負債
2,354

親会社所有者
帰属持分
3,740

非支配持分
84

ポイント
3

ポイント
5

ポイント
4
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1ポイント 2ポイント 3ポイント 4ポイント 5ポイント 6ポイント 7ポイント売上収益
タイヤは低調だったものの、MBやATGが好調で前期比
微増の6,505億円となりました。

1ポイント 2ポイント 3ポイント 4ポイント 5ポイント 6ポイント 7ポイント事業利益・営業利益
事業利益は前期比15.4％減の501億円となりました。
営業利益は第1四半期に固定資産の売却をしたことな
どから同9.5％増の586億円となりました。

1ポイント 2ポイント 3ポイント 4ポイント 5ポイント 6ポイント 7ポイント資産
前期末比517億円増の9,076億円となりました。IFRS
第16号「リース」適用開始により使用権資産が増加し
たことや投資有価証券が時価評価によって増加したこ
とが主因です。

1ポイント 2ポイント 3ポイント 4ポイント 5ポイント 6ポイント 7ポイント負債
前期末比65億円増の4,799億円となりました。IFRS第
16号「リース」適用開始によりリース債務が増加した
ことが主因です。

1ポイント 2ポイント 3ポイント 4ポイント 5ポイント 6ポイント 7ポイント資本
前期末比453億円増の4,277億円となりました。親会
社の所有者に帰属する当期利益を計上したことが主因
です。

1ポイント 2ポイント 3ポイント 4ポイント 5ポイント 6ポイント 7ポイント連結キャッシュ・フロー計算書
営業活動による資金の増加は、税引前利益の計上など
により754億円となりました。投資活動による資金の
減少は、有形固定資産の取得による支出などで436億
円となりました。財務活動による資金の減少は、長期借
入金の返済による支出などで355億円となりました。

●連結キャッシュ・フロー（CF）計算書の概要 （単位 :億円）

現金及び
現金同等物の
期末残高

財務活動による
CF

その他
△1

投資活動による
CF

営業活動による
CF

現金及び
現金同等物の
期首残高

2019年度
（2019年1月1日～2019年12月31日）

ポイント
6

317

754

△436

△355

279
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本年2月、クロスオーバーSUV向けサマータイヤ
「B
ブルーアース・エックスティー・エーイーロクイチ

luEarth-XT AE61」を発売しました。クロスオーバー
SUVユーザーからのニーズが高いオンロード性能を重視
して開発し、市街地や高速道路を思い通りに走るハンド
リング性能や静粛性のほか、偏
摩耗を抑制することでロング
ライフ性能を実現。また、全サ
イズで国内タイヤラベリング
制度のウェットグリップ性能
最高グレード「a」、転がり抵抗
性能「A」を獲得しました。

昨年9月にSUV・ピックアップトラック向けタイ
ヤ「G

ジオランダー・エックスエーティー

EO LANDAR X-AT」、本年2月にクロスオー
バーSUV向けマッド＆スノーグランドツーリング
タイヤ「G

ジオランダー・シーブイ・ジーゼロゴーハチ

EOLANDAR CV G058」を発売しました。
「GEOLANDAR�X-AT」は優れたオフロード性能に加え、
オンロードでの快適性や環境性能を両立。「GEOLANDAR�

CV�G058」は安全性や
静粛性などを高めなが
ら、耐摩耗性能や低燃
費性能にも配慮しま
した。2商品とも急な
降雪に対応する「M+S
（マッド＆スノー）」規
格を獲得しています。

本年１月、乗用車用オールシーズンタイヤ「B
ブルーアース・

luEarth- 
4
フォーエス・エーダブリュー・ニーイチ

S AW21」の国内本格販売を開始しました。オールシー
ズンタイヤはドライ・ウェット路面から雪道まで様々な
路面状況に対応し、シーズン毎のタイヤ交換や保管場所
が不要となることから利便性
が向上します。同商品は優れ
た雪上・ウェット性能を両立し
ながら、ドライ性能と耐摩耗性
能を確保。国際基準に適合し
た証「スノーフレークマーク」
が刻印されており、チェーン規
制時でも走行が可能です（全
車チェーン規制時を除く）。

クロスオーバーSUV向けサマータイヤ
「BluEarth-XT AE61」発売

2つのSUV用タイヤを発売 乗用車用オールシーズンタイヤ 
「BluEarth-4S AW21」発売

独・ポルシェ社のプレミアムSUV「C
カイエン

ayenne」の新車装着
用タイヤとして、昨年7月に北米向けオールシーズンタイ
ヤ「A

エイビッド・ジーティー

VID GT」、10月にハイパワー・プレミアムカー向け
高性能タイヤ「A

アドバン・スポーツ・ブイイチマルゴ

DVAN Sport V105」の納入を開始しま
した。今回納入したタイヤはポルシェ社と共同開発した
もので、タイヤサイ
ドには同社の承認
を示す「N0」のマー
クが刻印されてい
ます。「Cayenne」
への装着は初代モ
デルから継続して
おり、今回で3代目
となります。

ポルシェ社のプレミアムSUVに新車装着

「AVID�GT」（左）と「ADVAN�Sport�V105」

タイヤ

ト ピ ッ ク ス
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昨年12月、グループ会社のATGがオールスチールラジア
ルタイヤ「A

アライアンス・サンキューニ・エイチディー

lliance 392 HD」を供給したトラック遠征プ
ロジェクトが海抜6,694mに到達し、自動車として世界
最高地点となる遠征を達成しました。同プロジェクトは
世界最高峰の活火山「オホス・デル・サラード山」に避難所

および緊急無線システムを
設置することを目的として
実施。「Alliance�392�HD」
は鋭利な溶岩、火山砂や急
斜面、-30° C～35° Cの温
度領域など過酷な状況でも
優れた性能を発揮しました。

世界最高地点へのトラック遠征プロジェクト
達成をサポート 本年1月、女優の深田恭子さんを起用したテレビCMを放

映開始しました。知名度が高く老若男女問わず人気の高
い深田さんに雨天時の運転でも安心なヨコハマタイヤの
安全性を語ってもらうことで、一昨年より継続訴求して
きた “雨に強いヨコハマ”を視聴者により強く印象付け
ます。新CMは雨の中傘を差した深田さんが、ウェットグ
リップ性能「a」の
タイヤの安全性を
かわいらしいユー
モアを交えながら
語りかける内容と
なっています。

昨年11月、世界最大規模の自動車用品ショー「2019�SEMA�
Show」（米）の「New�Products�Award」においてSUV・
ピックアップトラック向けタイヤ「G

ジオランダー・エックスエーティー

EOLANDAR X-AT」
が「Best�New�Tire�Winner」、ハイパフォーマンス・ク
ロスオーバーSUV向けタイヤ「G

ジオランダー・エックスシーブイ

EOLANDAR X-CV」お
よび北米向けウルトラハイパフォーマンスサマータ
イヤ「A

アドバン・アペックス・ブイロクマルイチ

DVAN APEX V601」が
「Runner-up�Awards」を受賞し、
タイヤ関連部門賞を独占しまし
た。また「GEOLANDAR�X-AT」と
「GEOLANDAR�X-CV」は12月、世
界で最も歴史があり国際的に権威
のあるデザイン賞「シカゴ・アテネ
ウム�グッドデザイン賞�2019」も
受賞しています。

グループ会社のATGのタイヤ「A
アライアンス・サンキューハチ・

lliance 398 M
エムピーティー

PT」が世
界最大の農業機械展「AGRITECHNICA�2019」（独）に
おける「Innovation�Award�AGRITECHNICA」で銀賞を
受賞しました。「Alliance�398�MPT」は農場や舗装路など
路面状況に合わせて空気圧を自動で調整できるセントラ
ルタイヤインフレーショ
ンシステムに対応。また、
農場での優れた性能とオ
ンロード性能を両立した
ほか、最高時速100kmを実
現したことで輸送作業の
効率化にも貢献するなど
革新性に優れた商品とし
て表彰されました。

深田恭子さん出演の新CMを放映開始

世界的に権威ある賞を相次いで受賞 農業機械用タイヤが世界最大の農業機械展で
受賞

CMのワンシーン

「Best�New�Tire�Winner」
を受賞した「GEOLANDAR�
X-AT」 受賞した「Alliance�398�MPT」

タイヤ

「Alliance�392�HD」を装着したト
ラック
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本年より開催される「全日本スーパーフォーミュラ・ライ
ツ選手権」へ「A

アドバン

DVAN」レーシングタイヤをワンメイク供
給します。同選手権は1979年に始まった「全日本F3選手
権」の後継シリーズとして新たにスタート。当社は2011年
から「全日本F3選手権」に継続供給しており、レースに求め
られる性能を十分に満たしてきた実績が評価されました。

昨年10月、アルプス
アルパイン（株）と
乗用車用タイヤセン
サーの共同開発を
行っていることを公
表しました。当社は
タイヤ空気圧に加え、
摩耗状態や路面状況
のデータをデジタルツールで処理・管理するIoT技術の
研究開発を促進していますが、共同開発によりこれらの
データをユーザーなどにフィードバックするシステムや
アプリケーションの開発を進め、新たなタイヤビジネス
モデルでの相乗効果を目指します。

本年1月、「SSANGYONG�MOTORSPORT/SODICARS�
RACING」のSUV・ピックアップトラック用タイヤ
「G

ジオランダー・エムティー・ジーゼロゼロサン

EOLANDAR M/T G003」装着車が「ダカールラリー
2020」に参戦し、二輪駆動ガソリン車で競われるT1.3カ
テゴリで7位入賞しました。砂漠地帯を含む7,500km以
上の過酷なレースにおいて、「GEOLANDAR�M/T�G003」
は優れたオ
フロード性
能を発揮し
チームに貢
献しました。

タイヤセンサーを共同開発

過酷なオフロードレースで7位入賞

タイヤ内側に取り付けられたセンサー

「GEOLANDAR�M/T�G003」装着車と参戦選手

「ADVAN」レーシングタイヤを装着した参戦車両

ト ピ ッ ク ス

昨年9月、“「年齢」「性別」「既成概念」にとらわれない”を
コンセプトとした飛び、やさしさを求めるゴルファー向
けの「e

エッグ

gg」シリーズから「NEW�egg�5
ゴーゴー

500�ドライバー」
を発売しました。業界最大の重心角によりヘッドの自然
なターンを促すことで、
よくつかまりミスに強い
ドライバーとなっていま
す。「NEW�egg」シリー
ズでは、フェアウェイ
ウッド、ユーティリティ、
アイアン2モデルを同時
発売しています。

新クラブシリーズ発売

「NEW�egg�5500�ドライバー」

ゴルフ

フォーミュラカーレースの新シリーズに 
ワンメイク供給

技術開発
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本年1月、持続可能な経済の実現を目指す国際的な環境
非営利団体「CDP」から「気候変動Aリスト2019」に選定
されました。同リストへの選定は2016年に続き2度目
となり、当社の気候変動に対する活動が世界的に優秀で
あると評価されました。CDPの年次の環境情報開示とそ
の評価プロセスは企業の環
境情報開示におけるひとつ
の基準として広く認知され
ており、2019年度は全世界
8,000社以上の中から世界
で179社、日本で38社がAリ
ストに選定されました。

世界的なESG（Environment=環境、Social=社会、
Governance=ガバナンス）投資指数「FTSE4Good�Index�
Series」の構成銘柄に15年連続、また日本株を対象とした
「FTSE�Blossom�Japan�Index」の構成銘柄に3年連続で
選定されました。近年ではリーマンショック後の企業への
投資判断として、従来の売上高や利益などの財務情報以外
に企業のESG活動を考慮する「ESG投資」に注目が高まっ
ています。「FTSE4Good�Index�Series」はESG投資を行
う投資家の重要な投資選択基準として世界的に活用され
ているほか、「FTSE�Blossom�Japan�Index」は年金積立
金管理運用独立行政法人（GPIF）が採用したESG投資のた
めの4つの指数のひとつに選定されており、当社のESG活
動や情報開示の姿勢は世界的に高く評価されています。CDPのロゴマーク

CSR

本年1月、天然ゴムの持続可能性を実現する活動の一
環として、タイ天然ゴム公社（Rubber�Authority�of�
Thailand：RAOT）と天然ゴム農園の経営支援およびト
レーサビリティの向上に向けて協力する覚書を締結しま
した。これに先立ち、昨年6月よりタイ・スラタニ地区で
の天然ゴム農園の調査を開始しています。今後は調査結

果から天然ゴム農
園の持つ課題を分
析して天然ゴム農
園の持続可能な経
営に貢献するとと
もに、トレーサビ
リティの向上に活
用していく考えで
す。

2015年7月から5年間の契約で締結したイングランド・プ
レミアリーグ「チェルシーFC」とのオフィシャルシャツ
パートナー契約を2020年6月で終了するとともに、同年
7月から複数年のオフィシャルグローバルタイヤパート
ナー契約を締結しました。2015年以来、公式ユニフォー
ムなどに当社のロゴが使用され欧州やアジアを中心にグ
ローバルで認知度が向上しました。今後も各種広告宣伝・
販促物へのロゴ・選手・監督の使用は継続して可能なた

め、引き続き
チェルシー
FCを活用し
ていきます。

持続可能な天然ゴム調達のための覚書を締結チェルシーFCと新たなパートナー契約を締結

チェルシーFCの
選手たち RAOTとの覚書調印式

ブランド強化

気候変動への対応が国際的に高い評価 世界的なESG投資指数に15年連続で選定
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会 社 の 概 要・株 主 メ モ

横浜ゴム株式会社　�〒105-8685�東京都港区新橋5丁目36番11号　 
TEL（03）5400-4500　https://www.y-yokohama.com

（作成元：総務部）

環境保全のため、
FSC®認証紙と植物
油インキを使用して
印刷しています。

株主メモ
決算期 12月31日
定時株主総会 3月開催
株主名簿管理人 
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内1丁目4番1号 
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 
及び電話照会先

〒168-0063�東京都杉並区和泉2丁目8番4号 
三井住友信託銀行株式会社�証券代行部 
TEL:�0120-782-031（フリーダイヤル）

基準日 12月31日、その他必要により取締役会で決議し、 
あらかじめ公告します。

配当金受領株主確定日 12月31日及び中間配当を行うときは6月30日
公告方法 電子公告

大株主（2019年12月31日現在）

株主名 持株数（百株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） � 166,169 10.35
日本ゼオン株式会社 � 162,765 10.14
朝日生命保険相互会社 � 109,055 6.79
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）� 87,135 5.43
株式会社みずほ銀行 � 61,300 3.82
※�持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株式分布状況（2019年12月31日現在）

所有者区分 株主数（名） 株式数（百株） 株式数比率（％）
個人・その他 � 11,199 � 126,465 � 7.45
金融機関 � �89 � 771,104� � 45.47
その他国内法人 � �248 � 304,410� � 17.95
外国人 � 535 � �320,772 � 18.91
証券会社 � �50 � 81,742� � 4.82
自己株式 � 1 � 90,995� � 5.36
合計  12,122  1,695,490   100.0 

株式事務手続きのお問い合わせ先
● �お取引の証券会社の口座に記録された株式についての住所変
更、名義変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受け取り方
法の指定など

お取引口座を開設されている証券会社

● �未受領の配当金に関する照会
●  特別口座に記録された株式についての一般口座への振替請求、
住所変更、名義変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受け
取り方法の指定など

株主名簿管理人・特別口座管理機関
三井住友信託銀行株式会社

役員（2020年3月27日現在）
取締役及び監査役
代表取締役社長 山 石 � 昌 孝
取締役専務執行役員 三 上 � 　 修
取締役常務執行役員 野 呂 � 政 樹
取締役常務執行役員 松 尾 � 剛 太
取締役執行役員 中 村 � 　 亨
取締役執行役員 Nitin�Mantri
社外取締役 岡 田 � 秀 一
社外取締役 竹 中 � 宣 雄
社外取締役 河 野 � 宏 和
社外取締役 山 根 � 　 節
社外取締役 堀 � 　 雅 寿
常任監査役 菊地也寸志
常勤監査役 内 田 � 寿 夫
社外監査役 亀 井 � 　 淳
社外監査役 清 水 � 　 恵
社外監査役 木 村 � 博 紀

執行役員（取締役兼務者を除く）
専務執行役員 瀧 本 � 真 一
常務執行役員 挾 間 � 浩 久
常務執行役員 岸 � 　 温 雄
常務執行役員 山 本 � 忠 治
常務執行役員 池 田 � 　 均
常務執行役員 Jeff�Barna
執行役員 近 藤 � 成 俊
執行役員 城 川 � 　 隆
執行役員 中 山 � 靖 夫
執行役員 清 宮 � 眞 二
執行役員 宮 本 � 知 昭
執行役員 結 城 � 正 博
執行役員 塩 入 � 博 之
執行役員 矢羽田雄彦
執行役員 中 村 � 善 州
執行役員 藤 津 � 　 聡
執行役員 梁 取 � 和 人
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